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（３）育成計画をしっかり立てる

４. Attractive：目的意識を持たせる
（１）モチベーションの低下を他責にする若手社員

（２）「何のためにやるのか」が見えると、人は自

分で考え動く

（３）業務の目的を意識させる

（４）キャリアの視点から業務を捉えさせる

５. Socia l：周囲の期待を伝える
（１）周囲の期待通りに行動できない若手社員

（２）周囲の期待することを伝える方法

（３）質の高いフィードバックを行う

（４）「ほめる・叱る」を徹底する

６. Timely：適切なタイミングで
　  介入する

（１）介入しすぎ、しなさすぎは、成長を妨げる

（２）「介入しすぎ」とは

（３）「介入しなさすぎ」とは

（４）部下・後輩のレベルに合わせて介入する

７．まとめ

◇ 到達目標
①EASTのフレームワークを活用し、部下・後輩

の主体性を引き出すためのポイントを学ぶ。

②部下・後輩の主体性発揮を妨げている要因を

整理し、解決策を検討する。

◇ 研修プログラム

１. 部下・後輩の主体性を引き出すために
（１）「主体性」とは　～自分で考えて決断し行動

すること

（２）部下・後輩指導で苦戦する、主体性の引き

出し方

（３）主体性を発揮できない若手の悩み

２. 行動経済学（EAST）を活用して、
　  主体的な行動を促す

（１）主体性発揮を促すための行動経済学とは

（２）ＥＡＳＴとは　～人を動かすためのフレーム

ワーク

（３）部下・後輩の主体性を引き出す４つのポイント

３. Easy：行動のハードルを下げる
（１）行動のハードルを下げ、主体的に動けるよう

にする

（２）情報を与え、自分で考え行動するための土台

を作る

○「行動経済学」に興味があり、仕事に活かしたい

と前から考えていました。フレーム理論、考え

方など、すぐに使っていけそうです。一緒に受

講した方々と話し合いも非常に有意義でした。

（製造業・女性）

○主体性を引き出すポイントを学ぶことができた。

色々なタイプの人がいる中でさまざまな手法を

知ることができた。（製造業・男性）

○「行動経済学」という言葉すら初めて知りました

が、今までやっていたことや、自身が現在行き

詰まっていることを分かりやすく解説していただ

いたり、理論として話を聞けたことがとても勉

強になりました。他職種の方のお話を聞けたこ

とも非常に良かったです。（サービス業・女性）

○部下の育成の重要性、世代の考え方や変化が激

しい状況下で、どのような部下育成の仕方が求

められているのかを改めて理解することができ

ました。（製造業・女性）

〇部下の指導、同じ職場の人たちにも内容を伝え

ようと思います。また受講したいと思いました。

（医療・福祉・男性）

昨年度の受講者の感想から


